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日本取引所グループが中高生向け起業塾 4

ネットワークのあり方論議 8・9

小中高校117　大学32　市教委3　団体25　企業52 6・7

オペラ・バレエ招待／ビブリオバトル参加募集など 7

創刊記念イベント　12月26日に開催 10・11

県立浦和高校 × 天皇陛下の執刀医 5
武蔵村山市立小学校9校 × 東大大学院 6

教育ネットワーク読
売

社会はまるごと学校──
すべての大人が先生です

読売教育ネットワークの創設記念イベントで行われた、
超伝導の公開出前授業。子供たちは液体窒素を使っ
た実験を楽しんだ（10月11日）
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が
あ
る
。
長
く
や
っ
て
い
る
と
、
何
で

こ
れ
を
や
っ
て
い
る
か
分
か
ら
な
く
な

る
。
で
も
、
振
り
返
る
た
び
に
、
世
界

一
の
選
手
に
な
っ
て
世
界
に
イ
ン
パ
ク

ト
を
与
え
た
い
と
い
う
の
が
原
点
だ
と

気
づ
く
。
ぼ
く
は
2
年
前
、
陸
上
競
技

を
引
退
し
た
。
し
か
し
、
人
を
び
っ
く

り
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
を
し
て
、
だ
れ

か
の
意
識
・
行
動
が
変
わ
れ
ば
い
い
と

い
う
、
夢
の
奥
に
あ
る
思
い
は
変
わ
ら

な
い
。

　
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
素
晴
ら
し
い

こ
と
で
、
み
ん
な
の
人
生
は
こ
れ
か
ら

も
っ
と
も
っ
と
先
が
あ
る
。
自
分
の
夢

で
、
誰
か
の
た
め
に
こ
れ
を
や
り
た
い

ん
だ
と
い
う
こ
と
を
見
つ
け
て
ほ
し
い

と
思
う
。

1  
冊
の
本
ド
ア
開
く

　
岡
山
県
の
小
さ
な
田
舎
町
で
育
ち
、

山
や
川
な
ど
遊
び
場
に
事
欠
か
な
か
っ

た
。
近
所
に
図
書
館
も
な
か
っ
た
の
で
、

小
学
生
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
本
を
読
ま
な

か
っ
た
。

　
中
学
1
年
の
時
、
英
国
の
作
家
コ
ナ

ン
・
ド
イ
ル
の
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー

ム
ズ
シ
リ
ー
ズ
の
一
つ
に
出
会
い
、
も

夢
の
原
点
を
大
切
に

　
小
学
生
の
時
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
五
輪

陸
上
四
冠
の
カ
ー
ル
・
ル
イ
ス
選
手

︵
米
国
︶
を
見
て
、
世
界
で
活
躍
し
た

ら
ス
タ
ー
に
な
れ
る
ん
だ
と
す
ご
く
興

奮
し
た
。
陸
上
競
技
を
や
っ
て
世
界
で

活
躍
す
る
こ
と
は
、
人
を
熱
狂
さ
せ
る

力
が
あ
る
ん
だ
と
思
っ
た
。

　
ど
ん
な
夢
に
も
原
点
み
た
い
な
も
の

の
す
ご
く
面
白
く
て
。
行
っ
た
こ
と
も

な
い
の
に
、
霧
の
ロ
ン
ド
ン
の
風
景
が

頭
に
浮
か
ん
だ
ほ
ど
。

　
ス
ポ
ー
ツ
は
で
き
な
い
し
、
音
痴
だ

し
、
勉
強
も
で
き
る
ほ
う
じ
ゃ
な
い
。

小
さ
い
頃
か
ら
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
が
あ

っ
た
が
、
こ
の
本
を
読
ん
だ
瞬
間
、
な

ぜ
か
「
読
む
人
で
は
な
く
、
書
く
人
に

な
り
た
い
」
と
思
っ
た
。
周
り
に
壁
が

あ
る
よ
う
な
閉
塞
感
が
あ
っ
た
が
、
1

冊
の
本
が
、
壁
に
は
ド
ア
が
あ
る
と
気

づ
か
せ
て
く
れ
た
。

　
人
が
実
際
に
経
験
で
き
る
こ
と
は
多

く
な
い
。し
か
し
、本
は
人
の
心
を
飛
躍

さ
せ
、魂
を
は
ば
た
か
せ
て
く
れ
る
。た

く
さ
ん
読
ん
で
、
世
界
を
広
げ
て
ほ
し

い
。︵
読
売
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
顧
問
︶

1954年岡山県生まれ。小学
校の講師などを経て作家デビュ
ー。10年がかりで完結した「バ
ッテリー」が野間児童文芸賞な
どを受賞。「ランナー」「グラウ
ンドの空」など。

1978年広島県生まれ。2001
年エドモントン世界選手権及び
05年ヘルシンキ世界選手権の
男子400㍍ハードルで銅メダル。
シドニー、アテネ、北京と3度
の五輪に出場。

元プロ陸上選手　為末 大さん

作家　あさの あつこさん

　
超
伝
導
と
は
、
あ
る
物
質
を
極
低

温
に
冷
や
す
と
、
電
気
抵
抗
が
突
然

ゼ
ロ
に
な
る
現
象
だ
。
准
教
授
が
マ

イ
ナ
ス
1
9
6
度
の
液
体
窒
素
で
酸

素
を
冷
却
す
る
と
、
気
体
だ
っ
た
酸

素
が
淡
い
青
の
液
体
に
変
化
。
生
徒

た
ち
と
一
緒
に
花
と
バ
ナ
ナ
を
凍
ら

せ
る
実
験
を
行
い
、「
極
低
温
で
は

物
質
の
状
態
が
変
わ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
ね
」

　
で
は
、
超
伝
導
と
な
っ
た
物
質
に

は
、
ど
の
よ
う
な
特
性
が
あ
る
の
か
。

①
熱
を
出
さ
ず
に
大
量
の
電
気
を
流

せ
る
②
超
伝
導
体
は
磁
力
を
は
じ
き
、

磁
場
の
中
で
浮
く
─
─
の
2
点
を
丁

寧
に
説
明
し
た
。

　
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、
リ
ニ
ア
モ
ー
タ

ー
カ
ー
の
模
型
の
製
作
・
走
行
実
演

だ
。

　
生
徒
た
ち
は
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
で

小
さ
な
箱
を
作
り
、
底
に
銀
色
の
テ

ー
プ
を
張
っ
て
い
く
。
何
の
変
哲
も

な
い
外
見
だ
が
、
テ
ー
プ
の
正
体
は

金
属
基
板
上
に
厚
さ
1
・
5
㍃
・
㍍

の
高
温
超
伝
導
体
を
重
ね
た
ハ
イ
テ

ク
素
材
だ
。
強
力
な
磁
石
を
敷
き
詰

め
た
レ
ー
ル
の
上
に
箱
を
置
く
と
準

備
完
了
。
箱
の
中
に
液
体
窒
素
を
慎

重
に
注
ぐ
と
、「
あ
、
箱
が
浮
い
た

よ
‼
」。
そ
っ
と
手
で
押
さ
れ
た
箱

は
浮
か
び
な
が
ら
進
み
だ
し
、
会
場

か
ら
拍
手
が
起
こ
っ
た
。

　「
科
学
の
力
っ
て
す
ご
い
」。
准
教

授
の
授
業
は
子
ど
も
た
ち
に
大
き
な

感
動
を
与
え
て
終
わ
っ
た
。

出
前
授
業
に
目
輝
く

創
設
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
公
開
出
前
授
業
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、
リ
ニ

ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
の
模
型
の
走
行
実
験
。
逆
さ
ま
に
し
て
も

落
下
し
な
い
で
走
る
模
型
に
、
生
徒
た
ち
も
ビ
ッ
ク
リ

市川高校（千葉県）1年の山下流輝君
「為末さんは、夢をかなえるために応援してくれる人の
大切さを教えてくれた。将来は、得意な英語をいかし
て、為末さんのように世界で活躍したい」

東京都武蔵村山市立第三中1年の佐藤真凜さん
「リニアモーターカーが超伝導で浮いているということ
を知らず、実験を見てびっくりした。理科はあまり得
意ではないけれど、少し科学に興味がわいた」

東京都江東区立東雲小5年の広田直希君
「あさのさんが岡山県の山や川で遊んでいたと聞いて、
自分の生まれた福島を懐かしく思った。『あきらめなけ
ればできる』と言っていたので、これからは作文などを
がんばりたい」

横浜市立小菅ヶ谷小4年の渡辺真衣さん
「絵を描くのが好きなので将来はデザイナーになりた
い。あさのさんの『本が好きだ』という話が印象に残
った。夢をあきらめない気持ちを大切にしたい」

日本航空総務本部広報部担当部長の阿部泰典さん
「羽田空港整備地区にはJALスカイミュージアムなどの施
設がある。客室乗務員によるキャリア教育も行っており、
子どもたちに夢を持ってもらえればと思う」

新日鉄住金エンジニアリング戦略企画センターの
名村敦子さん
「子どもたちは『夢はかなう』と言われて育っているが、
挫折したらどうするのか。その意味で、為末さんの『夢の
奥にあるものが大切』という話は良かった」

長崎大学原爆後障害医療研究所の宮﨑泰司副所長
「多様な知を大事にするのが教育だが、ネットワークが目
指す『本物との出会い』はとても大切だ。『どのような夢
を軸に生きていくのか』という講演も訴える力があった」

灘中学・高校（兵庫県）の和田孫博校長
「本校でもOBを招いた土曜講座を行っている。関心のあ
る事象を深く掘り下げ、進路を考えるうえで大きな効果が
ある。こうした試みの全国展開は有意義だ。教育の課題
を本音で話せる勉強会にも期待したい」

慶応義塾普通部（神奈川県）の山崎一郎部長
「スポーツ選手と小説家の講演、最先端の超伝導実験は
バランスの良い内容だった。こうした講師陣を一校でお願
いするのは難しいのでネットワークで提供してもらえたらう
れしい」

東京都杉並区立和田中学校の末吉雄二校長
「生きてきた過程の具体例は子どもたちに響く。我が校で
も様々な職業の人をお呼びして授業をしているが、エキス
パートでなくても本物の人との出会いから得られるものは
大きい」

創設記念イベント　学び発見フォーラム ▪

参
加
者

声
の

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
老
川
祥
一
読

売
新
聞
グ
ル
ー
プ
本
社
取
締
役
最
高

顧
問
・
主
筆
代
理
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

創
設
を
宣
言
し
た
後
、
来
賓
の
下
村

文
部
科
学
相
が
「
教
育
に
よ
っ
て
、

世
界
で
一
番
可
能
性
が
広
が
る
国
に

し
た
い
」
と
述
べ
た
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
顧
問
で
日
本
私
立
大
学
団
体
連
合

会
の
清
家
篤
会
長
も
「
教
科
書
で
は

学
べ
な
い
本
物
と
触
れ
合
う
機
会
に

し
て
ほ
し
い
」
と
期
待
を
込
め
た
。

　
第
1
部
で
は
元
プ
ロ
陸
上
選
手
の

為
末
大
さ
ん
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
顧
問

で
作
家
の
あ
さ
の
あ
つ
こ
さ
ん
が
夢

を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。

　
第
2
部
は
、
公
開
出
前
授
業
「
超

伝
導
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
」。
為
ヶ
井

強
東
京
大
学
准
教
授
が
、
舞
台
に
上

が
っ
た
児
童
生
徒
12
人
と
実
験
を
し

な
が
ら
、
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
に

通
じ
る
科
学
技
術
を
解
説
し
た
。

　「
今
、
空
中
で
浮
い
て
い
る
の
が

超
伝
導
体
で
す
」
─
─
。
准
教
授
が

手
に
し
た
磁
石
の
上
に
小
さ
い
塊
が

フ
ワ
リ
と
浮
き
、
逆
さ
ま
に
し
て
も

落
下
し
な
い
。「
今
日
は
こ
の
原
理

を
勉
強
し
ま
し
ょ
う
」
と
話
し
、
授

業
が
始
ま
っ
た
。

　
読
売
新
聞
社
は
10
月
11
日
、
創
刊
1
4
0
周
年
記
念
の
教
育
貢
献

事
業
と
し
て
「
読
売
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
創
設
し
、
記
念
イ
ベ

ン
ト
「
学
び
発
見
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
東
京
都
千
代
田
区
の
よ
み
う
り

大
手
町
ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
。
小
中
高
校
生
ら
約
3
0
0
人
が
超
伝

導
の
出
前
授
業
な
ど
を
楽
し
ん
だ
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
出
前
授
業

や
職
場
体
験
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
、
全
国
の
学
校
と
企
業
、
大

学
の
交
流
を
図
り
、
先
駆
的
な
取
り
組
み
を
発
信
す
る
。
10
月
31
日

現
在
、
小
中
高
校
1
1
7
校
、
32
大
学
、
公
的
団
体
25
、
3
市
教
委
、

企
業
52
社
、
個
人
6
9
0
0
人
が
参
加
し
て
い
る
。
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東
京
証
券
取
引
所
な
ど
を
傘
下

に
持
つ
日
本
取
引
所
グ
ル
ー
プ

︵
J
P
X
︶
は
今
秋
、
中
高
生
が
模

擬
会
社
を
設
立
し
、
実
際
に
イ
ベ
ン

ト
で
出
店
す
る
「
起
業
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
を
開
始
し
た
。
参
加
者
は
、

1
人
1
0
0
0
円
の
自
己
資
金
を
出

す
ほ
か
、
同
社
か
ら
実
際
に
出
資
を

受
け
て
起
業
す
る
。
実
際
に
イ
ベ
ン

ト
の
模
擬
店
で
販
売
し
て
利
益
が
出

れ
ば
、
配
当
が
受
け
ら
れ
る
仕
組
み

だ
。

　
一
般
募
集
さ
れ
た
参
加
者
は
30
人
。

9
月
に
行
わ
れ
た
初
会
合
で
、
4
つ

の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
事
業
計
画
の

概
要
を
策
定
。
各
チ
ー
ム
は
、
メ
ー

ル
な
ど
で
連
絡
を
取
り
合
い
、
食
材

な
ど
の
仕
入
れ
値
、
鍋
の
レ
ン
タ
ル

料
な
ど
の
経
費
や
売
り
上
げ
、
利
益

を
予
想
し
て
計
算
。
10
月
上
旬
、
チ

ー
ム
ご
と
に
事
業
計
画
の
発
表
を
行

っ
た
。

投
資
家
か
ら
ダ
メ
出
し 

事
業
計
画
を
修
正

「
お
で
ん
は
、
売
れ
る
品
と
売
れ
残

る
品
に
ば
ら
つ
き
が
出
る
の
で
は
」

「
残
っ
た
も
の
は
値
段
を
下
げ
た
り
、

セ
ッ
ト
で
売
っ
た
り
し
て
柔
軟
に
対

　
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環
と
し
て
今

夏
、
埼
玉
県
立
浦
和
高
校
の
3
年
生

3
人
が
、
天
皇
陛
下
の
執
刀
医
と
し

て
知
ら
れ
る
天
野
篤
・
順
天
堂
大
学

医
学
部
教
授
の
行
う
心
臓
手
術
に
立

ち
会
っ
た
。
命
を
救
う
最
前
線
を
体

感
す
る
こ
と
で
、
医
師
を
目
指
す
志

を
固
め
る
の
が
狙
い
だ
。

　
8
月
上
旬
、
東
京
都
文
京
区
の
順

天
堂
大
病
院
5
階
の
手
術
室
で
は
、

早
朝
か
ら
外
科
医
、
麻
酔
科
医
、
臨

床
工
学
技
士
、
看
護
師
が
手
術
の
準

備
に
追
わ
れ
て
い
た
。
既
に
手
術
台

に
は
全
身
麻
酔
で
眠
る
患
者
が
い
る
。

そ
こ
へ
、
天
野
教
授
が
入
っ
て
き
た
。

　「
は
い
、
メ
ス
」。
教
授
の
一
声
と

と
も
に
、
大
動
脈
弁
置

換
と
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス

を
同
時
に
行
う
難
手
術

が
始
ま
っ
た
。

　
こ
の
手
術
台
か
ら
わ

ず
か
数
㍍
、
か
た
ず
を

の
ん
で
見
守
っ
て
い
た

の
が
山
口
颯
矢
君
だ
。

　「
開
胸
と
リ
ア
ル
な

心
臓
に
は
イ
ン
パ
ク
ト

を
受
け
ま
し
た
。
で
も
、

圧
倒
さ
れ
た
の
は
『
医

企業発 ▪▪ 学校発

日本取引所グループ　体験プログラム埼玉県立浦和高校 × 天皇陛下の執刀医

応
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

　
お
で
ん
屋
の
事
業
計
画
を
発
表
し

た
チ
ー
ム
の
「
社
長
」
が
、
同
社
社

員
ふ
ん
す
る
「
投
資
家
」
に
よ
る
ダ

メ
出
し
に
こ
う
反
論
し
た
。
社
長
は
、

な
ん
と
中
学
1
年
生
だ
。

　
ダ
メ
出
し
の
後
、
各
チ
ー
ム
に
投

資
額
が
提
示
さ
れ
た
。
事
業
費
を
約

32
万
円
と
し
て
い
た
お
で
ん
チ
ー
ム

へ
の
投
資
額
は
、
14
万
円
。
メ
ン
バ

ー
8
人
の
自
己
資
金
を
加
え
て
も
計

14
万
8
0
0
0
円
と
、
予
定
の
半
分

以
下
に
。
大
幅
な
計
画
修
正
が
必
要

と
な
っ
た
。

　
修
正
の
た
め
に
与
え
ら
れ
た
時
間

は
2
時
間
。

「
昆
布
巻
き
は
子
ど
も
受
け
し
な
い

か
も
」

「
お
で
ん
鍋
っ
て
、
2
つ
必
要
か
な
」

　
チ
ー
ム
は
早
速
、
経
費
の
絞
り
込

み
に
取
り
か
か
っ
た
。
最
終
的
に
、

お
で
ん
だ
ね
を
14
種
類
か
ら
8
種
類

に
減
ら
す
な
ど
し
て
、
見
事
与
え
ら

れ
た
金
額
ま
で
絞
り
込
ん
だ
。

　
社
長
役
を
務
め
た
慶
応
義
塾
普
通

部
1
年
の
冨
田
帝
︵
み
か
ど
︶
君

︵
13
︶
は
「
事
業
に
必
要
な
物
を
見

極
め
る
判
断
と
資
金
繰
り
の
難
し
さ

が
わ
か
っ
た
。
意
見
を
す
り
合
わ
せ
、

協
力
し
て
一
つ
の
も
の
を
作
り
上
げ

る
経
験
は
、
将
来
社
会
に
出
て
き
っ

と
役
立
つ
」
と
話
し
た
。

　
他
の
3
チ
ー
ム
の
企
画
は
、
プ
チ

ケ
ー
キ
、
ス
ー
プ
と
い
っ
た
現
実
的

な
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
の
ほ
か
、
キ
ム
チ

や
ハ
ム
カ
ツ
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
フ
ォ

ン
デ
ュ
と
い
っ
た
奇
抜
な
も
の
も
。

模
擬
的
に
会
社
を
登
記 

展
示
会
で
実
際
に
出
店

　
各
チ
ー
ム
は
会
社
の
定
款
を
作
成

し
、
模
擬
的
に
会
社
を
登
記
。
11
月

上
旬
に
都
内
の
展
示
会
に
出
店
す
る
。

　
同
社
の
社
会
貢
献
事
業
を
担
当
す

る
C
S
R
推
進
室
の
中
村
寛
室
長
は

「
失
敗
し
た
り
、
予
測
し
な
か
っ
た

こ
と
が
起
き
て
も
、
解
決
法
を
自
分

た
ち
で
考
え
、
実
践
す
る
力
を
養
え

た
の
で
は
な
い
か
」
と
話
し
て
い
る
。

　
同
社
は
来
年
度
以
降
、
出
前
授
業

や
教
材
提
供
の
形
で
、
同
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
全
国
の
学
校
で
無
料
展
開
す
る

予
定
だ
。

10月上旬の会合で、投資家役の日本取引所グループ社員たちにプレゼンする生徒たち

プレゼンを前に最後の打ち合わせをする

師
の
力
』
で
す
。
3
日
後
の
病
棟
回

診
で
、
患
者
さ
ん
は
笑
顔
で
話
せ
る

ま
で
回
復
し
て
い
た
の
で
す
」

　
ひ
ざ
の
痛
み
で
苦
し
ん
だ
中
学
時

代
か
ら
医
師
に
な
る
の
が
夢
だ
っ
た
。

高
校
で
は
ボ
ー
ト
部
に
入
部
、
漕
艇

場
で
オ
ー
ル
を
握
り
つ
づ
け
た
。
競

技
の
虜
に
な
っ
た
が
、
医
師
と
い
う

目
標
は
常
に
あ
っ
た
。

医
学
部
希
望
の
3
人 

天
野
教
授
の
手
術
見
学

　
同
校
O
B
の
天
野
教
授
が
杉
山
剛

士
校
長
に
「
医
師
体
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
打
診
し
た
の
は
2
0
1
3
年

11
月
下
旬
、
同
校
P
T
A
向
け
講
演

後
の
こ
と
だ
。

　「
医
学
部
志
望
の
生
徒
に
手
術
を

見
せ
る
考
え
は
、
20
年
前
か
ら
あ
っ

た
」
と
教
授
は
話
す
。

　「
ラ
イ
セ
ン
ス
さ
え
取
れ
ば
何
と

か
な
る
と
い
う
考
え
で
は
、
医
師
は

務
ま
ら
な
い
」
と
い
っ
た
医
師
養
成

教
育
へ
の
問
題
意
識
も
あ
り
、
早
い

段
階
か
ら
現
場
を
見
せ
た
い
と
考
え

て
い
た
。

　
さ
ら
に
、「
心
臓
外
科
医
と
し
て

の
私
の
賞
味
期
限
が
切
れ
な
い
う
ち

に
本
物
を
体
感
し
て
も
ら
い
た
い
。

世
界
最
高
レ
ベ
ル
の
手
術
に
よ
っ
て

患
者
さ
ん
が
ど
う
回
復
す
る
か
を
知

っ
て
ほ
し
い
」

　
こ
の
思
い
に
呼
応
し
た
の
が
杉
山

校
長
だ
。「
医
学
部
を
目
指
す
生
徒
に

は
、
ど
の
よ
う
な
医
師
に
な
り
、
ど

う
世
界
に
貢
献
す
る
か
と
い
う
ビ
ジ

ョ
ン
が
欠
か
せ
な
い
。
本
格
的
な
体

験
は
必
ず
役
に
立
つ
は
ず
」。
校
長

の
考
え
と
教
授
の
計
画
が
一
致
し
た
。

　
準
備
は
慎
重
に
進
め
ら
れ
た
。
学

校
側
は
参
加
生
徒
の
選
抜
、
保
護
者

へ
の
説
明
に
着
手
。
個
人
情
報
保
護

を
明
記
し
た
誓
約
書
、
同
意
書
、
生

徒
た
ち
の
健
康
状
況
自
己
申
告
書
を

病
院
に
提
出
し
た
。
天
野
教
授
も
患

者
側
へ
の
説
明
に
細
心
の
注
意
を
払

い
、
万
全
の
態
勢
が
整
っ
た
。

世
の
た
め
に
貢
献
し
た
い 

夢
が
志
に
な
っ
た

　
3
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
3
日
間
、

様
々
な
手
術
に
立
ち
会
っ
た
。
執
刀

医
を
支
え
る
医
療
チ
ー
ム
の
存
在
を

知
り
、
若
手
が
厳
し
く
指
導
さ
れ
る

緊
迫
し
た
空
気
に
も
触
れ
た
。
地
域

医
療
に
関
心
の
あ
っ
た
榎
並
奏
君
は

「
よ
り
深
く
、
よ
り
身
近
に
医
師
を

と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
長
時
間

に
及
ぶ
手
術
を
行
う
体
力
が
必
要
な

こ
と
も
分
か
っ
た
」
と
話
す
。
門
馬

拓
未
君
も
「
命
を
預
か
る
重
み
と
責

任
。
な
ま
は
ん
か
な
覚
悟
で
は
、
こ

の
場
に
は
立
て
な
い
」
と
手
術
立
ち

会
い
を
振
り
返
る
。

　
受
け
止
め
方
は
三
者
三
様
だ
が
、

思
い
は
同
じ
だ
。「
い
つ
か
、
医
療

と
い
う
舞
台
に
立
つ
。
人
の
た
め
に

尽
く
し
た
い
」。
夢
は
、
か
つ
て
天

野
教
授
も
初
心
と
し
て
抱
い
た
強
い

志
に
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

命
救
う
最
前
線
を
体
感

中
高
生
起
業
に
挑
戦

医師体験プロジェクトに参加した県立
浦和高校の生徒3人（上）
「医師を目指すなら早い段階から現場
を見せたい」と話す天野篤教授（左下）
順天堂大病院5階の手術室（右下）
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東
京
都
武
蔵
村
山
市
内
の
小

高
い
丘
の
谷
あ
い
に
あ
る
約

1
1
6
0
平
方
㍍
の
水
田
。
9

月
下
旬
、
同
市
立
第
七
小
学
校

の
5
年
生
約
1
2
0
人
が
稲
刈

り
に
挑
戦
し
、
泥
だ
ら
け
に
な

っ
て
歓
声
を
上
げ
て
い
た
。

　
同
市
で
は
1
9
7
9
年
、
田

植
え
や
稲
刈
り
を
体
験
す
る

「
水
田
学
習
」
を
市
立
小
学
校

4
校
で
開
始
。
現
在
は
市
内
9

校
全
て
で
実
施
し
て
い
る
。
水

稲
栽
培
の
実
習
を
通
し
て
、
稲

の
生
育
に
つ
い
て
学
び
な
が
ら
、

土
に
親
し
み
、
農
家
の
苦
労
を

知
る
こ
と
が
目
的
だ
。

　
水
田
は
計
9
枚
。
そ
の
う
ち

の
一
つ
に
昨
年
度
、
東
京
大
学

大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科

の
溝
口
勝
教
授
の
指
導
の
も
と
、

稲
集
約
栽
培
法
︵
S
R
I
︶
と

い
う
農
法
を
導
入
し
た
。
水
田

の
水
を
断
続
的
に
一
定
期
間
抜

き
、
稲
を
過
酷
な
状
況
に
さ
ら

す
こ
と
で
、
根
が
強
く
育
ち
、

茎
の
枝
分
か
れ
が
促
進
さ
れ
る
。

　
3
本
一
組
で
植
え
る
一
般
的

【企業】旭化成、イオン、英会話イーオン、江崎グリコ、
SMBC日興証券、NEC、大阪ガス、岡村製作所、学研
グループ、関西電力、キユーピー、近畿日本ツーリスト、
クラレ、KDDI、サッポロホールディングス、JX日鉱日石エ
ネルギー、JTB、新日鉄住金エンジニアリング、住友生命
保険、積水ハウス、セブン&アイ・ホールディングス、ソニ
ー、ソニー生命保険、損害保険ジャパン日本興亜、第一
生命保険、大丸松坂屋百貨店、大和証券グループ本社、
高島屋、ダスキン、ツムラ、東京海上日動火災保険、東レ、
トヨタ自動車、日本航空、日本生命保険、日本テレビ放
送網、日本取引所グループ、日本マクドナルド、野村ホー

ルディングス、パナソニック、富士通、丸紅、みずほフィ
ナンシャルグループ、三井住友銀行、三井物産、三菱重
工業、三菱商事、三菱東京UFJ銀行、ライオン、リコー
ジャパン、りそなホールディングス、ローソン

【大学】北海道教育（北海道）、青森（青森）、東北（宮
城）、白鴎（栃木）、神田外語、麗沢、和洋女子（千葉）、
亜細亜、桜美林、大妻女子、杏林、慶応義塾、聖路加
国際、創価、多摩、中央、帝京、東京芸術、東洋、文教、
法政、明治（東京）、昭和音楽（神奈川）、椙山女学園、
名古屋市立（愛知）、立命館（京都）、大阪、大阪行岡
医療、関西、近畿（大阪）、西南学院（福岡）、立命館
アジア太平洋（大分）

【大学機関・団体】国際教養大学図書館（秋田）、企業

教育研究会、千葉大学教育学部授業実践開発研究室、
モラロジー研究所（千葉）、エティック、おとあーと研究室、
海外子女教育振興財団、学術・文化・産業ネットワーク
多摩、経済教育ネットワーク、公園財団、五島育英会（東
京都市大学グループ）、情報処理推進機構、製品評価技
術基盤機構、ディレクトフォース、ニッセイ文化振興財団、
日本科学協会、日本科学未来館、日本プラスチック食品
容器工業会、森上教育研究所（東京）、東芝未来科学館
（神奈川）、びわ湖ホール（滋賀）、京都大学学術出版会、
大学コンソーシアム京都（京都）、長崎大学熱帯医学研
究所、長崎大学原爆後障害医療研究所（長崎）

【教育委員会】東大和市、福生市、武蔵村山市（東京）

【私立小学校】青山学院初等部、星美学園、立教（東京）、

楽しそうに稲刈りに挑戦する児童ら

武蔵村山市立小学校9校 × 東大大学院

学校発 ▪

科
学
的
農
法

食
の
大
切
さ
学
ぶ

▪ お知らせ

立命館（京都）、関西創価（大阪）、西南学院（福岡）

【私立中学・高校】札幌聖心女子学院、東海大学付属
第四高、北嶺、立命館慶祥（北海道）、青森山田（青森）、
浦和実業学園中、開智中・高、立教新座（埼玉）、市川、
渋谷教育学園幕張、昭和学院、昭和学院秀英、聖徳大
学付属女子、専修大学松戸、千葉明徳、日出学園、麗沢
（千葉）、青山学院中等部、鴎友学園女子、かえつ有明、
学習院女子、共立女子、京華、佼成学園、佼成学園女
子、国学院大学久我山、桜丘、実践学園、芝、渋谷教育
学園渋谷、女子聖学院、城西大学付属城西、白梅学園清
修中高一貫部、成城、星美学園、青稜、瀧野川女子学園、
多摩大学付属聖ヶ丘、帝京大学中・高、貞静学園、田園
調布学園、東海大学菅生高等学校中等部、東京家政大
学付属女子、東京女子学園、桐朋女子、日本大学第三、

日本学園、富士見丘、文華女子、宝仙学園共学部理数イ
ンター、明星、明法、八雲学園、安田学園、立正大学付
属立正（東京）、慶応義塾高、慶応義塾普通部、相模女
子大学中高、湘南白百合学園、聖光学院、聖セシリア女
子、法政大学女子高、法政大学第二（神奈川）、片山学園
（富山）、海陽中等教育学校、南山女子部（愛知）、立命
館守山（滋賀）、立命館、立命館宇治（京都）、関西創価、
関西学院千里国際、浪速、羽衣学園（大阪）、神戸学院
大学付属高、灘（兵庫）、西南学院、筑紫女学園（福岡）

【公立小学校】武蔵村山市立第一・第二・第三・第七・
第八・第九・第十・雷塚（東京）、横浜市立白幡（神奈川）

【公立小中学校】品川区立小中一貫校品川学園、武蔵
村山市立小中一貫校村山学園（東京）

【国公立中学・高校】札幌開成高（北海道）、県立会津
高（福島）、県立那珂湊高（茨城）、県立浦和高、県立
浦和第一女子高、県立春日部高（埼玉）、県立千葉中・高、
県立船橋高（千葉）、お茶の水女子大学付属中、杉並
区立和田中、東京学芸大学付属国際中等教育学校、都
立桜修館中等教育学校、三鷹市立第四中、武蔵村山市
立第一中・第三中・第四中・第五中、都立日比谷高（東
京）、鎌倉市立大船中、県立湘南高（神奈川）、京都市
立花山中（京都）、府立布施高（大阪）、県立畝傍高（奈良）

【個人】増田寛也・東京大学客員教授、為ヶ井強・同大
准教授、柳沢幸雄・同大名誉教授・開成中高校長、長
沢伸也・早稲田大学教授など全国の大学、小中高校の
教員、学校司書6900人

　ニッセイ文化振興財団（東京）は
来年6月から11月にかけて、東京・
日比谷の日生劇場で上演するバレエ
とオペラに中高生計約1万5000人を
無料招待する。
　財団が今年開始した子ども向けの
無料招待公演「ニッセイ名作シリー
ズ」（協賛・日本生命）のうち、中
高生対象の「ニッセイ名作鑑賞教
室」。上演されるのは、オペラ「ヘン
ゼルとグレーテル」（2015年6月15
日～19日）、バレエ「コッペリア」（同
年7月13日～17日）、オペラ「ドン・
ジョヴァンニ」（同年11月11日～13
日）。バレエ5公演を含む計13公演
で、定員は1公演1200人。

　申し込みは学校ごと。11月28日
までに同劇場に電話（03・3503・
3122）で申し込む。

　文部科学省「国際バカロレアの趣
旨を踏まえた教育の推進に関する調
査研究」の指定校となっている札幌
聖心女子学院高校は12月4日、札幌
市中央区の同校で、2012年の指定
から今年度までの3年間の取り組み
を報告する。環境科学、倫理、英語
の3教科で4つの公開授業を実施す
るほか、大迫弘和広島女学院国際
バカロレア調査研究室長が「国際バ
カロレアと日本の教育の未来」と題
して講演する。午前9時～午後3時40
分。問い合わせは、札幌聖心女子学
院高校（011・611・9231）。

　高校生がお薦めの本の魅力を発表
しあい、どの本を最も読みたくなった
かを投票で決める全国高等学校ビブ
リオバトル2014の地区大会が各地
で開催されている。既に6地区の大
会が終了し、残る3大会は11月16日
の関西大会（大阪・追手門学院大
阪城スクエア）、同23日の関東・甲
信越大会（東京・よみうり大手町ホ
ール）、同30日の九州・山口大会（福
岡・西南学院大学）。上位入賞者
は来年1月に東京で開催される全国

大会に出場する。関西、九州・山口
大会は出場校を募集中。一般も観
戦できる。問い合わせは活字文化推
進会議事務局（03・3217・4302、
平日午前10時～午後5時）。

9月28日に椙山女学園大学で行われた東海
大会

オペラ「ヘンゼルとグレーテル」撮影：三
枝近志

　もしも地球が立方体だったら何が
起きるのだろう──。日本科学協会
が、地球を立方体にすることで見え
てくる地球の仕組みを考える「出前
講義」の申し込みを受け付けている。
一辺が1万㌔・㍍のサイコロの形を
した立方体の仮想の地球をコンピ
ューター・グラフィックで作り出して、
どんなことが起きるのかを考えること
によって、地球の仕組みを学んでいこ
うという試みだ。
　出前講義は、小学5年以上が対象
で、講座開催日の2か月前までに公
益財団法人「日本科学協会」あて
に所定の「立方体地球」出前講義
申込書に必要事項を書き込み、ファ
クス（03・6229・5369）かEメー
ルでcubic-earth@jss.or.jpあてに送
付すること。なお、問い合わせは日
本科学協会（03・6229・5365）へ。

オペラ、バレエに招待

札幌聖心で
バカロレア報告会

立方体地球の
出前講義

ビブリオバトル
参加者募集

　このコーナーでは、読売教育ネ
ットワークに参加する全国の小中
高校、大学、企業・団体からの
お知らせを紹介します。掲載申し
込みは、随時受け付けています。

参加団体一覧
（平成26年10月31日現在）

な
農
法
よ
り
も
、
1
本
だ
け
で

植
え
た
S
R
I
の
稲
の
ほ
う
が

収
穫
量
が
多
く
な
る
と
さ
れ
る
。

伝
統
的
な
水
稲
栽
培
に
加
え
、

現
代
の
効
率
的
な
手
法
を
学
ば

せ
よ
う
と
い
う
試
み
だ
。

　
カ
マ
を
手
に
次
々
に
稲
を
刈

っ
て
い
た
松
本
朝
飛
︵
あ
さ

ひ
︶
君
は
「
S
R
I
だ
と
、
少

し
の
苗
で
た
く
さ
ん
の
米
が
取

れ
る
と
知
っ
て
す
ご
い
と
思
っ

た
。
お
米
の
で
き
方
に
興
味
が

わ
い
た
」
と
う
れ
し
そ
う
に
話

し
た
。

　
さ
ら
に
、
S
R
I
を
導
入
し

た
水
田
の
脇
に
は
、
カ
メ
ラ
、

温
度
計
、
雨
量
計
な
ど
が
取
り

付
け
ら
れ
た
。
画
像
や
デ
ー
タ

は
毎
日
更
新
さ
れ
、
学
校
の
パ

ソ
コ
ン
で
確
認
で
き
る
。

　「
画
像
に
写
っ
た
稲
の
生
育

状
況
と
温
度
変
化
を
比
べ
た
り
、

雨
量
や
風
速
に
大
き
な
変
化
が

あ
れ
ば
、
そ
の
原
因
を
調
べ
た

り
と
様
々
な
学
習
に
活
用
で
き

る
」
と
溝
口
教
授
。「
食
べ
物

の
生
産
過
程
を
知
り
、
生
産
者

の
苦
労
を
思
う
こ
と
で
、
食
の

大
切
さ
を
学
ん
で
ほ
し
い
」

　
同
市
教
委
の
持
田
浩
志
教
育

長
は
「
デ
ー
タ
か
ら
気
づ
い
た

こ
と
を
話
し
合
う
な
ど
、
科
学

的
な
思
考
を
促
し
、
興
味
を
喚

起
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
考
え

た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

‼
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　「
読
売
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
、

創
設
に
先
だ
つ
8
月
22
日
、
顧
問
4

人
︵
あ
さ
の
あ
つ
こ
顧
問
は
欠
席
︶

に
老
川
祥
一
読
売
新
聞
グ
ル
ー
プ
本

社
取
締
役
最
高
顧
問
・
主
筆
代
理
を

交
え
て
、
顧
問
会
議
を
開
催
し
た
。

学
校
が
抱
え
る
問
題
、
ゆ
と
り
教
育

は
な
ぜ
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
の
か
、

教
育
に
お
け
る
企
業
や
地
域
の
役
割

な
ど
、
多
角
的
な
視
点
か
ら
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
学
び
の
支
援
の
あ
り
方
を

話
し
合
っ
た
。

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

老
川
　
今
年
は
読
売
新
聞
創
刊
1
4

0
周
年
と
い
う
節
目
の
年
で
、
教
育

を
通
じ
た
貢
献
を
大
き
な
テ
ー
マ
に

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
教
育
は
学

校
、
教
育
機
関
だ
け
で
な
く
、
社
会

全
体
で
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
読
売
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

は
、
企
業
と
大
学
、
企
業
と
小
中

高
校
、
あ
る
い
は
大
学
と
小
中
高
、

色
々
な
連
携
の
土
俵
作
り
を
や
ら
せ

て
い
た
だ
こ
う
と
考
え
た
。

　
最
近
、
失
恋
し
た
相
手
を
追
い
か

け
て
殺
人
ま
で
犯
す
ス
ト
ー
カ
ー
が

問
題
に
な
っ
た
。
小
説
を
読
ん
で
い

れ
ば
、
失
恋
は
人
生
に
つ
き
も
の
で

リ
セ
ッ
ト
も
で
き
る
は
ず
だ
が
、
最

近
は
そ
う
い
う
小
説
す
ら
読
む
習
慣

が
な
い
の
で
は
な
い
か
。
文
字
に
親

し
み
、
自
分
で
考
え
る
こ
と
が
必
要

だ
と
思
う
。

　
こ
れ
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
ど
う

運
営
し
て
い
き
、
ど
の
よ
う
な
役
割

を
担
う
べ
き
か
、
顧
問
の
皆
様
に

様
々
な
助
言
を
い
た
だ
き
た
い
。

清
家
　
変
化
の
激
し
い
時
代
だ
か
ら

こ
そ
、
落
ち
着
い
て
モ
ノ
を
見
て
、

じ
っ
く
り
考
え
る
こ
と
が
大
切
だ
。

読
書
に
親
し
み
、
新
聞
を
読
み
、
世

の
中
を
冷
静
に
見
る
。
そ
う
い
う
こ

と
を
、
大
人
だ
け
で
な
く
子
ど
も
も

身
に
付
け
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

吉
田
　
現
代
の
子
ど
も
や
若
者
は
、

昨
今
指
摘
さ
れ
る
ほ
ど
悪
い
だ
ろ
う

か
。
20
代
だ
っ
て
素
晴
ら
し
い
人
が

た
く
さ
ん
い
る
。
彼
ら
の
良
さ
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
ず
、
悪
い
こ
と

が
起
き
る
と
、
そ
れ
ば
か
り
が
広
が

っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
、

も
う
一
回
家
庭
と
い
う
も
の
を
考
え

直
し
て
ほ
し
い
。
い
じ
め
問
題
も
責

任
を
考
え
る
と
、「
学
校
の
先
生
だ
」

と
な
る
。
教
員
の
地
位
、
立
場
が
ど

ん
ど
ん
劣
化
し
て
い
き
、
騒
が
れ
た

ら
何
に
も
や
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

や
は
り
家
庭
が
原
点
だ
。

新
浪
　
こ
の
20
年
を
振
り
返
っ
て
企

業
の
人
材
育
成
の
役
割
を
疑
問
に
思

っ
て
い
る
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
コ

ス
ト
カ
ッ
ト
が
中
心
で
、
元
気
が
な

く
な
っ
た
。
日
本
の
成
長
に
は
、
大

人
が
前
向
き
に
な
り
、
子
ど
も
た
ち

に
元
気
な
後
ろ
姿
を
見
せ
て
行
く
こ

と
が
大
事
だ
。
ま
た
、
日
本
の
社
会

の
ベ
ー
ス
は
み
ん
な
で
助
け
合
っ
て

い
く
と
こ
ろ
だ
と
思
っ
て
い
る
。
こ

キ
ャ
リ
ア
を
成
功
さ
せ
る
上
で
大
切

な
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
に
利
他

的
な
ス
キ
ル
の
大
切
さ
を
伝
え
ら
れ

る
仕
組
み
が
あ
れ
ば
い
い
な
と
思
う
。

グ
ロ
ー
バル
化
社
会 

日
本
の
歴
史
と
文
化
教
え
た
い

新
浪
　
倫
理
を
し
っ
か
り
見
据
え
て
、

社
会
と
ビ
ジ
ネ
ス
は
向
き
合
っ
て
共

存
し
て
い
く
べ
き
だ
、
と
い
う
考
え

方
を
普
及
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
日
本
の
ビ
ジ
ネ
ス
、
産
業

に
は
元
々
「
三
方
良
し
」
と
い
う
観

点
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
グ
ロ
ー
バ

リ
ズ
ム
の
中
で
、
ど
う
も
金
融
資
本

主
義
が
世
界
を
席せ
っ

巻け
ん

し
て
し
ま
っ
た
。

子
ど
も
の
頃
か
ら
、「
人
に
迷
惑
を

か
け
な
い
」「
人
に
喜
ん
で
も
ら
う
」

と
い
う
教
育
の
テ
ー
マ
が
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
経
済
が
非
常
に
厳
し
か
っ
た
20
年

間
に
、
貧
困
率
が
上
が
っ
て
し
ま
っ

た
。
そ
う
い
う
中
で
、
一
定
の
経
済

的
基
盤
が
な
い
と
子
ど
も
を
産
ま
な

い
、
子
ど
も
が
い
て
も
き
ち
ん
と
し

た
教
育
を
与
え
ら
れ
な
い
と
い
う
問

題
が
出
て
き
た
。
現
実
的
に
は
、
家

庭
だ
け
で
全
て
を
や
り
な
さ
い
と
い

っ
て
も
無
理
が
あ
る
。
む
し
ろ
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
ど
う
や
っ
て
子
ど
も

を
育
て
て
い
く
か
。
ま
た
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
中
で
、
日
本
人
と
し
て
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
が
欠
け
て
き

て
い
る
。
地
域
の
歴
史
や
文
化
に
つ

い
て
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
教
え
る

こ
と
が
重
要
な
の
で
は
な
い
か
。

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
で
育
む 

重
要
な
課
題

乙
武
　
今
の
話
に
は
大
賛
成
。
最
近
、

新
宿
区
内
の
掃
除
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
を
立
ち
上
げ
た
。
都
心
で

は
隣
に
誰
が
住
ん
で
い
る
か
分
か
ら

な
い
。
災
害
に
襲
わ
れ
た
時
の
こ

と
を
考
え
る
と
、
普
段
か
ら
色
々
な

世
代
の
人
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
し

て
顔
を
合
わ
せ
ら
れ
る
場
が
必
要
だ
。

そ
の
切
り
口
が
ゴ
ミ
拾
い
。
子
ど
も

た
ち
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
、
地
域

の
高
齢
の
方
と
交
流
す
る
機
会
を
作

っ
て
い
る
。「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
も
、

家
庭
と
地
域
を
巻
き
込
む
よ
う
な
取

り
組
み
に
な
る
と
い
い
。

吉
田
　
私
が
校
長
を
務
め
る
学
校
の

近
く
に
商
店
街
が
あ
る
が
、
か
つ
て

は
、
互
い
の
関
係
が
薄
か
っ
た
。
で

も
、
10
年
ほ
ど
前
か
ら
生
徒
会
と
商

店
街
が
コ
ラ
ボ
を
始
め
た
。
年
に
2

回
く
ら
い
商
店
街
で
ゴ
ミ
拾
い
を
し

て
、
2
時
間
で
集
め
た
量
を
競
争
す

る
。
今
は
一
週
間
に
一
回
は
ゴ
ミ
を

回
収
し
て
お
り
、
お
店
の
人
た
ち
と

子
ど
も
た
ち
と
の
間
に
信
頼
関
係
が

築
け
て
い
る
。
無
謀
な
自
転
車
が
生

徒
に
ぶ
つ
か
り
そ
う
に
な
る
と
、
お

店
の
人
た
ち
が
乗
り
手
を
し
か
っ
て

く
れ
る
。
地
域
と
の
関
係
は
と
て
も

大
切
で
、
そ
う
い
っ
た
点
で
は
、
学

校
と
企
業
と
の
協
力
も
、
互
い
に
で

き
る
こ
と
が
あ
る
と
思
う
。

　
ま
た
、
大
学
の
先
生
が
学
校
に
来

て
教
え
る
と
い
う
高
大
連
携
が
あ
る

が
、
大
学
院
生
が
教
え
る
の
も
有
意

義
だ
。
高
校
生
と
接
す
る
こ
と
で
彼

ら
に
と
っ
て
も
様
々
な
発
見
が
あ
る
。

自
然
と
の
触
れ
合
い
は
大
切 

教
室
の
外
へ
連
れ
出
そ
う

新
浪
　
自
然
と
の
か
か
わ
り
も
大
切

だ
と
思
う
。
中
学
生
か
高
校
生
と
話

し
た
時
、「
新
浪
社
長
は
ゴ
ル
フ
や

り
ま
す
か
」「
じ
ゃ
あ
や
り
ま
し
ょ

う
」
と
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
と
こ

ろ
が
、
こ
れ
は
ゴ
ル
フ
ゲ
ー
ム
の
話

だ
っ
た
。
外
に
出
て
行
く
、
自
然
と

交
わ
る
と
い
う
こ
と
が
大
切
な
の
で

は
な
い
か
。
自
然
と
触
れ
合
う
中
で

科
学
に
興
味
を
持
つ
人
も
出
て
く
る
。

乙
武
　
外
部
の
授
業
を
学
校
に
持
ち

込
む
の
も
い
い
が
、
自
然
体
験
が
子

ど
も
た
ち
に
欠
け
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。
子
ど
も
た
ち
を
外
に

連
れ
出
す
と
い
う
の
も
必
要
だ
。

家
庭
、地
域
、企
業

学
び
応
援
多
角
的
に

の
良
さ
を
も
う
一
度
確
認
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
教
育
に
つ
な

が
っ
て
い
く
。

体
験
を
通
し
て 

主
体
的
に
考
え
る
授
業
を

乙
武
　「
ゆ
と
り
教
育
」
は
失
敗
だ

っ
た
と
総
括
さ
れ
て
い
る
が
、
目
指

し
た
と
こ
ろ
は
間
違
っ
て
い
な
か
っ

た
。
知
識
偏
重
に
戻
る
の
は
反
対
だ
。

な
ぜ
失
敗
に
終
わ
っ
た
の
か
と
い
う

と
、
皮
肉
な
こ
と
に
教
員
に
ゆ
と
り

が
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
思
う
。「
ゆ

と
り
」
を
実
現
さ
せ
る
鍵
は
、「
総

合
的
な
学
習
の
時
間
」
と
い
う
教
科

の
中
で
し
っ
か
り
子
ど
も
た
ち
が
体

験
し
な
が
ら
自
ら
主
体
的
に
考
え
る

授
業
を
し
て
い
く
こ
と
だ
っ
た
。
そ

の
役
割
を
外
部
が
担
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
現
場
の
負
担
を
増
や
す
こ
と
な

く
知
識
偏
重
で
は
な
い
授
業
を
提
供

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

吉
田
　
私
も
「
ゆ
と
り
」
は
間
違
っ

た
も
の
で
は
な
い
と
思
う
一
人
だ
。

ゆ
と
り
と
は
、
バ
ネ
で
あ
り
、
ゆ
と

り
が
あ
る
か
ら
跳
ね
る
こ
と
が
で
き

る
。
公
立
校
は
、
ゆ
と
り
教
育
の
た

め
に
土
曜
を
休
み
に
し
て
授
業
を
削

減
し
て
し
ま
っ
た
。

　
職
場
体
験
を
や
る
と
、
子
ど
も
は

が
ら
っ
と
変
わ
る
。
夢
で
描
い
て
い

た
こ
と
も
、
実
態
を
見
て
話
を
聞
く

こ
と
で
子
供
は
変
わ
っ
て
い
く
。
そ

う
い
う
き
っ
か
け
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

与
え
て
い
け
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
。

利
他
的
ス
キ
ル
の
大
切
さ 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
伝
え
た
い

清
家
　

2
0
0
0
年
に
ノ
ー
ベ
ル
経

済
学
賞
を
受
賞
し
た
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・

ヘ
ッ
ク
マ
ン
が
、
多
く
の
人
を
長
年

に
わ
た
っ
て
追
跡
し
て
、
ど
う
い
う

要
因
が
職
業
キ
ャ
リ
ア
に
プ
ラ
ス
に

作
用
す
る
か
を
分
析
し
て
い
る
。
研

究
で
分
か
っ
た
こ
と
は
、
キ
ャ
リ
ア

に
寄
与
す
る
能
力
、
ス
キ
ル
は
大
き

く
二
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
。
一
つ
は

コ
グ
ニ
テ
ィ
ブ
︵
認
知
的
︶
な
ス
キ

ル
。「
勉
強
が
で
き
る
」
と
か
「
自

分
で
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い

っ
た
能
力
。
も
う
一
つ
は
ノ
ン
コ
グ

ニ
テ
ィ
ブ
な
ス
キ
ル
。
例
え
ば
「
約

束
し
た
こ
と
は
必
ず
や
り
遂
げ
る
」

「
う
そ
を
つ
か
な
い
」「
困
っ
て
い
る

人
を
助
け
る
」
…
…
。

　
職
業
キ
ャ
リ
ア
上
で
成
功
し
て
い

る
人
は
、
職
場
で
困
っ
て
い
る
同
僚

を
助
け
た
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
で
取
引
相

手
の
立
場
で
考
え
た
り
し
た
経
験
が

必
ず
あ
る
。
利
他
的
な
対
応
が
職
業

読売教育ネットワーク顧問
日本私立大学団体連合会長
慶応義塾長

清家 篤氏
サントリーホールディングス社長

新浪 剛史氏
日本私立中学高等学校連合会長
富士見丘中学高校長

吉田 晋氏
東京都教育委員

乙武 洋匡氏

読売新聞グループ本社
取締役最高顧問・主筆代理

老川 祥一

顧問会議 ▪

出席者

ネットワーク顧問からの

清家氏 子供も新聞読む習慣必要

新浪氏 大人の元気な姿を見せよう

吉田氏 職場体験で生徒は変わる

乙武氏 知識偏重ではない
授業提供

提 言

8
月
22
日
に
行
わ
れ
た
顧
問
会
議
（
左
下
）
に
参
加
し
た
（
右
上
か
ら
）
清
家
氏
、
新
浪
氏
、

吉
田
氏
、
乙
武
氏
、
老
川
氏
。
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読
売
中
高
生
新
聞
が
11
月
7
日
、

全
国
で
創
刊
さ
れ
た
。「
10
代
と
社

会
を
つ
な
げ
る
架
け
橋
」
を
目
指
し
、

ニ
ュ
ー
ス
や
学
習
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

の
紙
面
の
充
実
は
も
ち
ろ
ん
、
様
々

な
取
り
組
み
も
進
め
て
い
る
。

身
近
な
幸
せ

　
創
刊
記
念
で
開
催
中
の
「
動
画
・

放
送
コ
ン
テ
ス
ト
」
は
、
社
会
に
メ

フォーラムには世界的数学者のピーター・フランクルさ
んが登場する

マレーシアのペトロナスツインタワーを前に集合したティ
ーン特派員8人

読売中高生新聞創刊！

ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
た
い
と
い
う
中

高
生
の
思
い
を
後
押
し
す
る
。
テ

ー
マ
は
「
幸
せ
は
、
そ
ば
に
あ
る
」。

日
常
生
活
の
中
で
見
落
と
し
が
ち
な

幸
せ
を
、
短
編
動
画
︵
13
秒
︶
か
音

声
放
送
︵
20
秒
︶
で
表
現
す
る
。
作

品
の
募
集
は
12
月
31
日
ま
で
。

　
優
秀
作
品
は
、
コ
ン
テ
ス
ト
に
協

力
す
る
大
手
コ
ン
ビ
ニ「
ロ
ー
ソ
ン
」

の
全
国
約
1
万
2
0
0
0
店
舗
の
レ

ジ
映
像
や
店
内
放
送
で
紹
介
さ
れ
る
。

　
ヨ
ミ
ウ
リ
・
オ
ン
ラ
イ
ン
︵
Y
O

L
︶
の
中
高
生
新
聞
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

試
作
品
作
り
に
協
力
し
て
く
れ
た
多

摩
大
目
黒
高
校
︵
東
京
都
目
黒
区
︶

放
送
部
の
作
品
を
公
開
中
。
教
室
で

の
一
場
面
を
、
み
ず
み
ず
し
い
感
性

で
切
り
取
っ
て
い
る
。

先
生
た
ち
も
参
加

　
先
生
た
ち
が
10
代
に
薦
め
る
の
は

ど
ん
な
本
だ
ろ
う
─
─
。
読
売
中
高

生
新
聞
は
、
全
国
の
中
学
校
・
高
校

の
先
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
決
め
る
文

学
賞
「
君
に
贈
る
本
︵
キ
ミ
本
︶
大

賞
」
を
創
設
し
た
。
国
語
や
図
書
室

担
当
の
先
生
に
限
ら
ず
、
数
学
、
体

育
な
ど
各
教
科
の
先
生
に
も
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
。
結
果
は
読
売
中

高
生
新
聞
で
紹
介
し
、
来
年
3
月
に

大
賞
を
発
表
す
る
。

　
吸
収
力
に
優
れ
た
中
学
・
高
校
時

代
に
読
ん
だ
本
は
、
後
々
ま
で
記
憶

に
と
ど
ま
り
、
後
の
人
生
を
豊
か
に

す
る
。
多
く
の
先
生
の
参
加
を
募
っ

て
い
る
。

10  
代
世
論
調
査

　
読
売
中
高
生
新
聞
で
は
、
10
代
の

思
い
を
受
け
止
め
る
た
め
、
投
稿
面

と
連
動
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
無
料

ア
プ
リ
「
Y
t
e
e
n
︵
ワ
イ
テ
ィ
ー

ン
︶」
を
開
発
し
た
。
中
高
生
の
間
で

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・

サ
ー
ビ
ス︵
S
N
S
︶を
巡
る
ト
ラ
ブ

ル
が
相
次
い
で
い
る
が
、
投
稿
は
編
集

室
で
事
前
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
で
、
子

ど
も
た
ち
は
安
心
し
て
使
用
で
き
る
。

　
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、
各
界
の
著
名
人

ら
が
悩
み
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
「
解

決
‼
四
天
王
」
や
、
勉
強
に
役
立
つ

ゴ
ロ
合
わ
せ
を
紹
介
す
る
「
ゴ
ロ
ロ

グ
」
な
ど
魅
力
的
な
も
の
ば
か
り
。

「
T
E
E
N
の
結
論
」
は
ニ
ュ
ー
ス

面
と
連
動
し
、
10
代
に
と
っ
て
身
近

な
ニ
ュ
ー
ス
に
つ
い
て
、
記
事
の
中

で
「
キ
ミ
た
ち
な
ら
ど
う
す
る
?
」

な
ど
と
呼
び
掛
け
、
ア
プ
リ
か
ら
の

投
稿
を
受
け
付
け
る
。
10
代
が
何
を

考
え
て
い
る
の
か
、
本
音
が
浮
か
び

上
が
る
は
ず
だ
。▪

　
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
中
高

生
新
聞
編
集
室
︵
03
・
3
2
1
7
・
8

2
5
5
、ch

u
k
o
u
sei@

yo
m

iu
ri.

co
m

︶
へ
。

　三菱商事が海外で展開するプロジェクト現場を
高校生が訪問してリポートする海外研修「海外プ
ロジェクト探検隊」は今年、全国から選ばれた「テ
ィーン特派員」8人がマレーシアとシンガポールの2
か国で海外ビジネスの最前線を体験した。
　今回で11回目となる探検隊は、8月20日から5日
間、両国の三菱商事支店やボルネオ島ビンツル（マ
レーシア）にある液化天然ガス（LNG）供給基地
などを見学。さらに、現地で活躍する日本人商社
マンらへも直接インタビューした。
　研修の目玉となったのは、同社やマレーシアの国営
石油会社ペトロナスが出資するLNG供給基地見学だ。
　小型バスに乗り込み、広大な基地内を回ると、
海のかなたのガス田につながるパイプラインや軽自
動車がスッポリ入るという送水パイプ、巨大な備蓄
タンクが次々に出現し、一行は驚いた様子。
　現地職員から、この基地からタンカーで日本に
運ばれるLNGが電気やガスとなって各家庭で使用
されることや、マレーシアが日本のLNG総輸入量の
17%（2013年）を占める重要な供給国であること
など、事業全般の説明を受けた。
　特派員は「今後のLNGの需要の見通しはどうな
のか」「多民族・多文化の職員たちが一緒に働くた
めに配慮されていることはあるのか」など、熱心に
質問をしていた。
　マレーシアで特派員のインタビューに応じてくれ
た三菱商事常務執行役員、森山透さんは、外国で
ビジネスする心得として「相手の国を好きになる努
力をすること」を挙げるとともに、「若い人はぜひ海
外を経験して自分を高めて欲しい」と語りかけた。
　参加した綾井祐介さん（渋谷教育学園渋谷高2
年）は「企業が自社利益だけでなく、日本のエネ
ルギー確保や現地雇用拡大に貢献していることを
学ぶことができた」と話した。

　読売中高生新聞の創刊記念イベント「ティーン
未来フォーラム2014」（主催・読売新聞社、特別
協賛・三菱商事、後援・外務省、マレーシア大使館）
が12月26日、東京都千代田区のよみうり大手町ホ
ールで開催される。
　フォーラムでは、世界的な数学者で大道芸人と
しても活躍するピーター・フランクルさんが「真の
国際人になるには」のタイトルで大道芸を交えて基
調講演する。
　また、今夏の海外研修「海外プロジェクト探検隊」
（主催・読売新聞社、特別協賛・三菱商事、協
力・全日空）に参加した高校生8人が、研修での
経験を踏まえ、世界に輝く日本を作るにはどうした
らよいのかを、同世代に向けた提言として発表する。
　8人は読売中高生新聞の「ティーン特派員」に
任命されている。
　「特派員」となった高校生たちはマレーシアとシ
ンガポールでの研修から帰国後、成果を互いに報
告しながら、提言を作成中だ。まとめには、慶応大
学の添谷芳秀教授（国際政治学）のゼミ生たちが
特別協力。先輩として定期的に指導にあたっている。

◇
■フォーラムの応募方法■　定員500人、中学・
高校生や保護者、学校関係者向けに開催。入場
は無料。はがき（〒101・0054 東京都千代田区
神田錦町3の12の2　KT第2ビル8階「ティーン未
来フォーラム2014」事務局）かファクス（03・
5577・3043）で①郵便番号、住所②氏名③年齢
④職業（学校名、学年）⑤電話番号を記入の上、
応募。読売中高生新聞のホームページ（http://
www.yomiuri.co.jp/teen/）からも申し込みを受け
付ける。12月10日必着。応募多数の場合は抽選。
聴講券の発送をもって当選とする。問い合わせは同
事務局（03・5577・3076）

高校生特派員
海外ビジネス体験
取材の成果／フォーラムで発表

創刊記念

ティーン未来
フォーラム2014
12月26日開催

海
外
で
学
ぶ
・
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー
①

求
め
ら
れ
る
情
熱
と
献
身

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
2
年　

楠
く
す
の
き

正ま
さ

宏ひ
ろ　

さ
ん

　
9
月
の
ハ
ー
バ
ー
ド
は
、
新
学
年

の
息
吹
が
感
じ
ら
れ
る
季
節
だ
。
キ

ャ
ン
パ
ス
中
心
部
に
あ
る
広
々
と
し

た
「
ヤ
ー
ド
」
と
呼
ば
れ
る
中
庭

は
、
新
学
期
の
準
備
で
あ
ち
ら
へ
こ

ち
ら
へ
と
学
生
た
ち
が
不
安
げ
に
行

き
交
い
、
賑
わ
い
を
見
せ
る
。
大
多

数
の
学
生
は
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
寄
宿

舎
に
住
ん
で
い
る
が
、
新
入
生
を
迎

え
、
寄
宿
舎
内
の
部
屋
の
入
れ
替
え

が
あ
る
た
め
、

新
住
居
、
新

し
い
ル
ー
ム

メ
イ
ト
、
新

し
い
社
交
ク

ラ
ブ
と
の
出

会
い
が
あ
り
、

興
奮
と
不
安

が
増
し
て
い
く
。

　
新
学
期
は
「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
ウ

ィ
ー
ク
」
で
始
ま
る
。
学
生
は
関
心

を
持
っ
た
講
義
を
色
々
と
「
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
」
し
、
受
講
す
る
講
座
を
決

め
る
。
も
ち
ろ
ん
、
顔
を
出
し
た
か

ら
と
い
っ
て
受
講
の
義
務
は
な
い
。

こ
れ
が
ハ
ー
バ
ー
ド
の
一
般
教
養
教

育
の
特
色
で
あ
り
、
学
生
た
ち
は
、

視
野
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
と

い
う
わ
け
で
、
マ
イ
ケ
ル
・
サ
ン
デ
ル

教
授
の
「
正
義
」
の
よ
う
な
最
も
有

名
な
講
義
で
さ
え
、
注
目
を
集
め
る

た
め
に
は
規
模
の
小
さ
い
講
義
と
も

競
い
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。

　
入
学
し
て
1
年
。
こ
こ
で
、
ユ
ニ

ハーバード大学の学友に囲まれる楠さん（中央）

ー
ク
で
意
外
性
の
あ
る
学
生
た
ち
と

の
出
会
い
が
あ
っ
た
。
そ
の
一
人
、

「
社
会
階
級
」
の
講
義
の
中
で
知
り

合
っ
た
同
級
生
は
、
政
府
の
援
助
を

得
て
き
た
貧
困
家
庭
出
身
だ
っ
た
。

韓
国
人
と
中
国
人
と
の
間
で
生
ま
れ

た
が
、
父
親
は
家
族
を
捨
て
て
去
り
、

母
親
は
病
気
で
働
く
こ
と
が
出
来
な

い
、
と
い
っ
た
環
境
の
中
で
育
ち
、

学
び
続
け
る
こ
と
に
多
く
の
困
難
が

あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
ん
な
苦
境
を

も
の
と
も
せ
ず
、
ハ
ー
バ
ー
ド
で
の

4
年
間
の
奨
学
金
を
獲
得
し
た
。

　
今
、
僕
は
思
う
。
ハ
ー
バ
ー
ド
は

学
生
に
情
熱
と
献
身
を
求
め
て
や
ま

ず
、
そ
れ
を
地
位
や
特
権
以
上
に
重

視
し
て
い
る
の
だ
と
。
心
か
ら
好
き

な
こ
と
を
、
世
界
で
最
も
競
争
の
激

し
い
場
所
で
追
究
し
た
い
の
な
ら
、

ハ
ー
バ
ー
ド
は
ま
さ
に
そ
れ
に
ふ
さ

わ
し
い
場
所
な
の
だ
。︵
会
報
編
集

部
抄
訳 T

h
e Jap

an
 N

ew
s 

9
月

11
日
︶

　
英
語
の
原
文
は
、h

ttp
://th

e- 

jap
an

-n
ew

s.co
m

/n
ew

s/article/ 

0001520760

で
11
月
い
っ
ぱ
い
お

読
み
い
た
だ
け
ま
す
。

◇

　
日
本
の
高
校
か
ら
海
外
の
大
学
に

学
び
の
場
を
求
め
た
現
役
留
学
生

が
、
同
じ
道
を
目
指
す
高
校
生
に
対

し
、
進
学
支
援
を
行
っ
て
い
る
の
が

N
P
O
法
人
「
留
学
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ

プ
」。
そ
の
メ
ン
バ
ー
に
、
海
外
で

の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
や
日
々
感
じ

て
い
る
こ
と
を
書
い
て
も
ら
い
ま
す
。

1
回
目
は
、
神
戸
市
の
灘
高
校
か
ら

ハ
ー
バ
ー
ド
大
に
進
ん
だ
留
学
フ
ェ

ロ
ー
シ
ッ
プ
代
表
の
楠
正
宏
さ
ん
。

留
学
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
の
活
動
の
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
︵h

ttp
://ryu

-

fello
w

.o
rg

︶
へ
。

スタジオで録音を行う多摩大目黒高校の放
送部員ら



読売教育ネットワーク　1号　発行元／読売教育ネットワーク事務局（読売新聞学事支援部内）

　子どもたちの教育は長年、家庭・学校・地域社会の三者が中心となって支

えてきました。近年は、勤労・職業意識を育むキャリア教育の必要性の高まりな

どもあって、企業が教育分野で担う役割も大きくなりつつあります。新聞業界は

特に、教育に果たす役割の大切さに早くから着目し、NIE（Newspaper In 

Education・教育に新聞を）の活動をはじめ、教育分野におけるさまざまな社会

貢献の取り組みを充実させてきました。

　日々のニュースを伝える新聞は、子どもたちが社会について学ぶための生きた教

材です。記者の豊富な体験・知識も、新聞社の貴重な財産です。読売新聞社

はこれらの財産をより多くの教育現場で、より効果的に活用していただきたいと考え

ています。美術展や音楽会、英語弁論大会、作文や小論文コンクールなど多種多様な教育プログラムも展開して

います。

　「教育に貢献する」という基本姿勢に立ち、読売教育ネットワークは、日本の様々な企業や公的団体、大学、そ
して地域とともに子どもたちの学びを支援いたします。今回第1号の会報をお届けしましたが、第2号以降の会報と新

年に開設するWEBサイトが、教育現場と社会との情報をつなぐ核となります。各企業・団体、大学が展開するユ

ニークな出前授業や教育に関わる先駆的な試み、魅力的なカリキュラム、そして子どもたちの知的好奇心を育み未

来を発見できるようなイベントなどに加えて、小中高校の教育現場の声も逐次発信してまいります。こうした情報を共

有して会員の皆様が結びつき、有意義な授業につながれば幸いです。

　読売教育ネットワークにはすでに229の企業・団体、大学、小中高校に参加していただいております。さらに多く

の皆様が、この趣旨に賛同して、参加されますことを心より願っております。

2014年11月
読売新聞グループ本社社長

白石 興二郎

読売教育ネットワーク
参加募集
　小中高校、大学、企業・団体、個人（教職員と
司書）の参加を募集します。参加無料。
　読売学びサポート（http://y-manabi.jp）から登
録してください。

読売学びサポート 検索

「読売教育ネットワーク」創設のごあいさつ

12月26日
ティーン未来フォーラム2014
　読売新聞社は12月26日、東京都千代田区のよみ
うり大手町ホールで読売中高生新聞創刊記念イベント
「ティーン未来フォーラム2014」を開催します。参加
申し込みの詳細は10面参照。


